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〔要約〕
拡散型除草剤の一つであるジャンボ剤は、畦畔から固場周辺に額縁状に投げ入れることにより、水日雑草の

防除が可能であり、既存剤と比較して作
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とね

平成 12年 度から水田除草剤として県基準に採用されるジャンボ剤 (クサ トリエースHジ ャンボ、クリンチャージ

ャンボ)は 、これまでの 1キ ロ粒剤よりも散布が簡易であり、フロアブル剤等よりも散布の作業負担が軽くなつてい

る。その除草効果について検討した。

2.技 術の内容

(1)適 用薬剤 :ジャンボ剤 (パック)

(2)散 布方法
ア.圃 場短辺が30m程 度までの場合、畦畔からの散布が可能である。

イ.圃 場周囲の畦畔から、小包装 (パック)の まま投げ入れる。

(3)散 布方法のメリット

フロアブル剤は通常10a当 り5001nlのボ トルを約25回振つて散布するが (20m1/1振 り散布 とした場合)、

ジャンボ剤では、10a当 た り30g～ 50gの パックを10個～20個、投げ入れることとなり、作業性に優れてい

る。また、普及展示圃成績の考祭からも作業負担が軽いことが認められた。

(ジャンボ剤散布例)短 辺が30m以 下の圃場の場

合、図のように畦畔から投げ入れる。
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か らの散布が可能、□ 圃

薗場が不整型な場合は、圃場面積にあわせた
パック数を均等に投げ入れる。

△ 圃 場内散布が必要であり、圃場内歩行が長距離 となる。

(クラッシュ1キ ロ粒剤は拡散性に特に優れる性質を持つ粒剤)

3.普 及上の留意事項

(1)散 布前に湛水深を5～ 6 cIBにし、水の出入 りを止めること。

(2)藻 類 。表層剥離の発生がみられるところでは、拡散が不十分となり、効果の劣る可能性があるので使用 し

ない。
(3)強 風下では使用を避ける。

(4)パ ックに使用しているフィルムは水溶性なので、濡れた手で作業 した り、降雨で袋が破れることがないよう

に注意する。

(5)小 包装 (パック)の まま水田に均等に投げ入れる。

(6)開 封後の保管については、袋の日をガムテープなどで閉めて、冷晴所に保管する。

4.技 術の適応地帯

県下全域

5。 当該事項に係る試験研究課題

〔水田利用 2〕 -2-(2)一 ア 新 除草剤の効果の解明
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